
統計研修講義計画書 

 

研修課程 
統計専門課程 

政策評価と統計 
講義科目 

行政評価における 

統計データの見方・使い方 
講義時間 ５コマ 

講  師 
小野 達也 

鳥取大学地域学部教授 

※１コマ 70分 

講義のねらい  

 

日本の行政評価・政策評価において最も広く行われている業績測定の中心的役割を担う評価指標（業

績指標）の取り扱いを中心に、統計データの見方・使い方という観点から解説する。 

 

指導項目と内容  

指 導 項 目 内    容 

 

評価における統計データの役割 

 

評価指標のつくり方 

 

指標の比べ方（１）－目標と実績 

 

 

指標の比べ方（２）－時系列 

 

指標の比べ方（３）－地域間 

 

標本調査の活用 

 

正味の効果の把握 

 

 

政策評価・行政評価の系譜と統計 

 

評価指標（業績指標）の役割、指標が満たすべき条件 

 

目標を設定して達成度を評価すること（ベンチマーキング）を

巡る様々な問題と対策 

 

指標の時系列変化の記述に関する問題と対策 

 

指標の地域間比較に関する問題と対策 

 

標本調査の設計と分析におけるポイント 

 

外部要因等を取り除いて正味の効果を把握する方法 

 

 

講義形態 

指導方法 
講義を中心に行い、適宜演習を織り交ぜる。 

受講に必要な 

基礎知識等 
特になし 

 


